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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年1月29日(2009.1.29)

【公開番号】特開2007-156035(P2007-156035A)
【公開日】平成19年6月21日(2007.6.21)
【年通号数】公開・登録公報2007-023
【出願番号】特願2005-349846(P2005-349846)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/02    １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月2日(2008.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光体を帯電する帯電部材と、ＤＣ電圧にＡＣ電圧を重畳した帯電バイアスを前記帯電
部材に印加するバイアス印加手段と、を有する帯電装置において、
　互いに異なるＤＣ電圧にＡＣ電圧を重畳した複数のテストバイアスを前記帯電部材に印
加した際に前記帯電部材から前記感光体に流れる放電電流量を検出する検出器と、前記検
出器により検出された放電電流量に基づき帯電バイアスのピーク間電圧を調整する調整手
段と、を有することを特徴とする帯電装置。
【請求項２】
　前記帯電部材は、前記感光体に接触するように設けられた帯電ローラであることを特徴
とする請求項１の帯電装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】帯電装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　本発明は、感光体を帯電する帯電部材と、ＤＣ電圧にＡＣ電圧を重畳した帯電バイアス
を前記帯電部材に印加するバイアス印加手段とを有する帯電装置において、互いに異なる
ＤＣ電圧にＡＣ電圧を重畳した複数のテストバイアスを前記帯電部材に印加した際に前記
帯電部材から前記感光体に流れる放電電流量を検出する検出器と、前記検出器により検出
された放電電流量に基づき帯電バイアスのピーク間電圧を調整する調整手段とを有するこ
とを特徴とする。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　電源Ｓ１から、ＤＣ電圧にＡＣ電圧を重畳した帯電バイアスとして、直流電圧と、周波
数ｆの交流電圧とを重畳した所定の振動電圧（帯電バイアス電圧Ｖｄｃ＋Ｖａｃ）が芯金
２ａを介して帯電ローラ２に印加されることで、回転中の感光ドラム１の外周面（表面）
が所定の極性・電位に帯電処理される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　帯電ローラ２に対する電圧印加手段である電源Ｓ１は、ＤＣ電源（直流電源）１１とＡ
Ｃ電源（交流電源）１２とを有している。これらＤＣ電源１１及びＡＣ電源１２は、制御
回路（制御手段）１３によって制御される。制御回路１３は、ＤＣ電源１１及びＡＣ電源
１２をオン／オフ制御して帯電ローラ２にＤＣ電圧とＡＣ電圧とのいずれか一方又は双方
の重畳電圧を印加するように制御する機能を有する。また、ＤＣ電源１１から帯電ローラ
２に印加するＤＣ電圧値と、ＡＣ電源１２から帯電ローラ２に印加するＡＣ電圧のピーク
間電圧値を制御する機能を有しており、互いに異なるＤＣ電圧にＡＣ電圧を重畳した複数
のテストバイアスを、帯電部材としての帯電ローラ２に印加する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　制御回路１３には、交流電流値（又はピーク間電圧値）を検出する検出器としての交流
電流値測定回路１４が接続されている。この交流電流値測定回路１４によって測定された
交流電流値情報が制御回路１３に入力される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　そこで、本発明者は、常に所望の放電電流量を得るため、以下の要領で制御を行った。
互いに異なるＤＣ電圧にＡＣ電圧を重畳した複数のテストバイアスを帯電ローラ２に印加
した際に帯電ローラ２から感光ドラム１に流れる放電電流量を検出し、検出された放電電
流量に基づき帯電バイアスのピーク間電圧を調整した。所望の放電電流量をΔＩｓとした
ときに、この放電電流量ΔＩｓとなるピーク間電圧を決定する方法を説明する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　次に調整手段としての制御回路１３は、上述の測定された３点の電流値から、放電領域
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Ｒｂ及び未放電領域Ｒａのピーク間電圧Ｖｐｐと交流電流Ｉａｃの関係を直線近似し、以
下の式（２）と式（３）を算出する。これらの近似直線は、図１０中では、未放電領域Ｒ
ａにおいては原点と点γ１とを結ぶものとなり、また放電領域Ｒｂにおいては点β１と点
β２とを通るものとなる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　そして、実施の形態２においても、互いに異なるＤＣ電圧にＡＣ電圧を重畳した複数の
テストバイアスを帯電ローラ２に印加した際に帯電ローラ２から感光ドラム１に流れる放
電電流量を検出し、検出された放電電流量に基づき帯電バイアスのピーク間電圧を調整し
た。図１７に示すように、放電領域Ｒｂにおいて３点β１，β２，β３でピーク間電圧Ｖ
ｐｐとしてＶβ１，Ｖβ２，Ｖβ３を印加し、そのときの交流電流ＩａｃとしてＩβ１，
Ｉβ２，Ｉβ３を得る（Ｓ１０３～Ｓ１０７）。同様に、未放電領域Ｒａにおいて３点γ
１，γ２，γ３でピーク間電圧ＶｐｐとしてＶγ１，Ｖγ２，Ｖγ３を印加し、そのとき
の交流電流ＩａｃとしてＩγ１，Ｉγ２，Ｉγ３を得る（Ｓ１０８～Ｓ１１２）。
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